
古故災地の歴史資料 ・文化財の保全，震災の経験の記録（とと保存！！
＊紹広いiが9-9づく 1） を通じて．庄史，文化を返奥に活かす！！

士ば炎地から全国へ ，庄史学と 社会をめぐる苔ぶ的な双辺へ！！
ー、一9一9一9一9- 9一9一、一9一9一9-‘一9一,_,-←ヽヽ一9- ←-、一9- 9一9一9-、一9一9一9一9一9一9一9一9― 一ヽ'i
I 

第 13号 1993年 5月？0日（水）、！ 史科ネット NEWS LETTER 知行 歴史幻料ネットワーク（9；；mml i 
TELOiS-SSl-1212（内a4019),FAX0 18-803-0 486‘ ， I ― ―ヽヽヽ一ヽー、一 9一9一9一9一9一ヽ 一 9一 一ヽ9ー、一9- ，．-．、ー・一9•―‘―9一9一9一9一9一ヽー、一9一9-—· 、一9一9一9一99-~99•

目次
1998年度の活動をはじめるにあたって…••• I 史料活用告告 神戸市』百本家文内・・・・・・・・...6 
I 99i年度活動実紐骰告．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．． 2 公害史科保存の取り組み ・ ・ ・ ・・•. ..． ．．． ． ． ． ． ．． ． ．． ． ． 6

明石で第8回市民批店IJII催・・・．．． ．．．．．．．．．．．．．．．3 あおぞら財団「公害紆験lfl栗Jその後・・・ ．．．．．． 7
埋汲文化財問苗の現状と課題．．． ．．．．．．．．．．．．．．． 3 震災記様保存1掛坦・・・...．..．．．．．．．．．．．．．..．．．．．．... 9 
被災史料揆理と活用のプロジェクトから・・・； 文献情報・各 t1 お知らせ…..... . … •• •… ···· · · I0 

/998年度の活動をはじめるにあたって

すすまない被災地の社会・文化の復興と

史料ネットの役割 史料ネット代表幹事 奥村 弘
磁災からすでに三年が過ざました．位近私が束京へ出張に行った時、かならずみなさ

んからい11戸もだいぷきれいになりましたね．復興もかなり進みましたね Jと苫われま

す．このようなE））ましの宮栞にどのように笞えたらいいのか．いつも迷ってしまいます．

たしかに表通りはきれいになり 、住宅の再追も それな りに進んできました． JRで通

過しても ．長田区を防けば、大地度のおこった凸所であると分からないようになりまし

た．その一方でなお仮設住宅には 5月初旬現在で． 1万8千世寄がむらしています．

そしてそこに在らす人がもと住んでいた湯所に締る ことは極めて困頑になっています．

新たな似拭住宅は庄設されつつありますが．その多くは旧市街地と別の湯所にある巨大

なピル群です．それは ．住民が地域社会で行んできた生活や文 化の眩頃の上に、外見上

の復興はすすんでいることを象徴するものです．

このような被災地の状況の中で．地域が形成してきた歴史や文化を示す歴史資料を保

全し、俎災復興のなかで活かしていくという史料ネットの活動は．市民の共感を符るこ

とができ；そこから多彩な活動を発展させることができました．その様子は、これまで

のニュースレターや本号の記事をぜひお絞み頂きたいのですが、歴史学が哀災復興の中

で固有の役割を果たせたという点で、私たちは．この活勁を ．跨りうるものであると考

えています．

しかし ．歴史や文化を復興に活かし．さらに俎災の記汲を保全し、さらにそこから現

在の社会の中での歴史学の在り方を考えるという課題を 、・経続的にすすめていくことは

簡単でありません．史料の坂阻理ひとつをとっても、それは長期の作業を要します．ま

してや市民への新たな歴史株の提示．史料ネットの活勁そのものの芍玉的な意味での総

括．自然災笞時の保存のマニュアル作成など ．今後もねばり強い ．粧絞性のある活動が

求められています．

恥ずかしい話ながら、この震災が起こってはじめて、わたしは巨大災宙から立ち直り、

新たな社会を形成していくためにぱいかに長い5/irJIがかかるかを患い知らされていま

す．大学．史料館 ・博物舘、 地域など．全国の歴史研究者の支援に感柑するとともに．

なおいっそうの財政的 ・人的な支援をお狐いする次第です．

史料ネット活動支環募金 （郵便振替）

名投阪神大俎災対策歴史学会連絡会 口庄番号 0 !090-7-23009 
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全国の歴史研究者、愛好求、史料保存関係者などの苔さんのご支公により ．1997年度ば以下の

ような活勁実h1をあげることができました．ここに恨缶するとともに、おtL申し1:.げたいと思い

ます．

●史料保全活動実績

1997年度 I 995年抵～I99i年度合計

史料救出・保全 4件 II人 44件 505人（う孜m,r334A)

バトロ ール濶査 5市域 31回 326人(ging研

史料煤理fl'築 5件 16日間 95人 14件 9iB問 483人（狂訊m:．g訊a月53り）

なお ．I99i年度の実紐には．史料ネットに対して協力要請のあった、被災史科以外の地域史

料保全活動英絨も含みます．

また．上記の史料ネットによる取り組み以外に、尼崎戟後史聞き取り研究会など関速団体に

よる史科整埋 ・保全や、自治体など（也団体と協力しての震災資料調査・収果などにも ．福広く

取り組んでいます．

．；；；民揖座・研究会写の開催

市民揖店 ・ 第 7 回 n• 盛と福原京の時代 J （神戸） 参加者462人

科学研究門哀災史料保全活勁から みた都市社会の歴史意況に関する研究J研究組筏会議 3回．

「被災地の昴市社会形成 ・災害と歴史意祖J学習会 l回．戟後史料保存運動史学召会 、1回．

阪神 ・淡路大震災記録収集保存問坦研究会 1回

被災地の遺餅を考える見学会 2回 参加者約60人、学翌会（共骰） 3回 参加者約120人

石追美術品m査・ウォ ーキング 1回
古苔Tti屯問題慇腔会 1回

■財政報告（単年度収支．前年度よりの操越額を含まない金額です）
1997年度決算 (I997年 4月～1998年 3月）

牒入 946. 582円 狂金730.296円 こ2-Iレ9・蔀送料等56.850円 市民揖庄資料代122.I 00円

記謀災販売33,000円 利息4.336円

成出 I,089, 725円 通信rt9S. 994円 ほ品・消粍品205,968円 史料整理経Jc?8{. 690円
市民構伍経費131.IH円 常駐只経費H9.100円 その他63.229円

殺入・設出の差し引き不足分I43.l43円には． I996年度からの桟逗頷I.056. 252円を充当して

います．

また. 1996年度と同固活勁総括・報告む作成等の史料ネット関連の研究活動ば 上記の史

料ネットの会計とは別に．科学研究等の助成研究費により実施されています．この部分の経費

支出は漑nで約240万円、これと合計した史料ネッドの実質的な年間財政規桟は、約350万円と

なっています．

I 998年度の事業にも、ほぽ同額を婆す るものと予定しています．

明石で第 8 回市民祠座開畑

1998年 4月I2日（日） ．明石市のサンピア・

ポールで、 8回目の 「祖災復興 歴史と文化を

考える市民講径一明石城と明石の歴史的柔頃

ーJが開催さ れた．地元明石の文化財謂査団な

どとの共催企西であった．

洛峡に面した岡市は．瀬戸内交通の貶所であ
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り．畿内と外国との近の収界として．歴史的辺

産にむむ凸所であり ．市民のは1・しも高い．しか

し地元行政は．財辺市町村と比ぺても ．歴史の

固り起こしや地域迫琺の保全に、必ずしも熱心

ではなかった．

俎災後．岡市では．披災した明石城跡の修理

ゃ．釈前再開発にともなう城下の発姐閲査が行

われている。 そこで今回は．まず大阪大学文学

郎教授の付田條三氏に ．E1本の寂郭・城下町史

上に朗石城と城下を位没づける謁浜をしていた

だいた．さらにそれをうけて．市民の代表や

行政の担当者 ．ネットのメンパーによって．地

域の歴史改や文化迫産をめぐるバネルディスカ

ッションを実施した。パネラーは次のとおり．

村田移三氏（大阪大学文学部孜授）

中野直行氏（兵庫県教存委貝会）

山下俊郎氏（明石市教育委貝会）

橘川其ー氏（明石市文化財潤査団）

奥村 弘氏（史料ネット代表幹打t)

同時に沼災 2ヶ月後にレスキュ ーした史料の

一部を展示した．特に今回の展示は、休憩時間

に整理坦当のメンパーが説明にあたり ．市民と

の間に活発なやりとりが見られた。当日は絶好

の行楽日和で． 地元の桜染りとかち合った こと

もあり ．参加者は80名と予想をやや下回った

が．展示会の成功などは．今後の企画の持ち方

に一つの方向往を示したといえよう．

（文費・区1!19月良）

明石市民講座参加記

閲山麻衣子 （神戸女子大学大学院）

今回初めて史料ネットの活動に参加させてい

ただき、自分の大学以外の外の世界へ目を向け

る．貨韮な体峻をすることができました．

この度の講杭やその後のバネルディスカッシ

ョンは、明石の歴史がテーマでしたが、明石出

身の私としては、大変拭味深いものでした． 1J/1

石にi1らしながら、今まで明石の歴史について
考えたことはほとんどなく 、すぐに思いつくIJ/1

石の歴史といえば、明石原人と明石城ぐらいで

した。しかし今回のお話で、明石市魚住町でつ

くられた焼物が交葛されていたなど ．他にも明

石に埋もれた歴史があることを知るこ とができ

ました．

講沃を聞きに采られた人たちの中には、当 8

新関を見て坦It込んで来た人や．史料展示湯で

積極的に質問される方々も多く ．その熟心さに

燎かされました．こうした市民！R庄が、人々を

歴史に注目 させ、史料の大切さに対する意坦を

高める ことを実感しま した．

史料ネットの活勁に触れ．朋石の歴史につい

てもう一度考えさせられると同時に．史料に対

する新たな認誼を得る ことができ．貨重な時rJI

を過ごす ことができたと思います．

埋蔵文化 財問臨の現状 と鰈趨

1998年 4月19日に久しぶり に史料ネットの埋

汲文化財関保担当者会訊が開かれ．それをふま

え問月24日のネット運営委貝会でも、埋文関保

の現状と当面の課辺についての話し合いがもた

れました．そこでは大きくいって、以下の 3つ

の点が問遁となりま した．すなわち 、①埋文関

係発厖調査事業の現状．②震災復輿関述特別措

僚の湖限切れに伴う l~I 遁 ． ③俎災復興祁菜の本

格化に伴う問題です．以下．それぞれの問題1こ

ついての関泊の棗要を紹介します．

①発盆詞査事茎の現状

坦当者会議および述宮委且会では．このriIl.

埋文関係の兒囲讃窒tlJI哀の追展状況を十分把握

してこなかったため．この点の確認が民要であ

るとい う点を薙認しあいました。なお県・市の

埋文担当者に折面したところ、県の担当者より．

県および神戸市下の埋文関係軍菜の逍展状況

（昨年度分）について調査摂況を近 日中に知ら

せていただけるけの連絡をいただきました．

②震災復興閲逗持別措置の期浪切れに伴う 問題

衆知のように、媒下の盆災復興関連特別措殴

のJ91限が今年 3月いっぱいで切れました．会議

・委員会ではこの問題に関連して．他府県の扱

助によ り発廂汲査が進められてきたこれまでの

体制がなくなった現状で、今後． 援助担当者の

兒乱調査対象を含めた県下の埋文関係迫I呂・辺
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物の訊査 ・保存がうまくいくのか，また汲助担

当省分の訊査報伍むの作成が果たしてスムーズ

に実1子でさるのか．I::いった心nc•不安の jlI が

出されました．

③怠災復興事茎の本格化に伴う問題

このIB1．神戸市長田区のようにもっとも披害

が激 しかった地域でも．俎災｛は興事菜が本格化

し始めました．長lEI区は埋文関係包汲地図にも

見られるように．県下でも1r数の敗窮な辺描．

迫物が埋蔵されている地区です．しかし俎災復

輿平業に際しての事前の発阻訊査や兒甜後の辺

跡の保存がスムー ズになされるか否かに関して

は、復菰 ・開発をいそぐ地濯者や地域住民との

即係から考えても益俎．される状況にあります．

会訊 ・運営委只会ではこの点が議論になり ．対

応策を考えるためにも．まず状況をより詳しく

知ることが必要であるということを面認 しまし

た．

以上の(i)~③ の181頌についての議治をふ まえ．

今後ネットでは屎 ・市に対し、埋文関係の慨況．

とりわけ俎災閃述復興特別措団が切れた後の体

詞のIt1辺や複応JI染本格Iヒ1こともな が11前訊査
と辺蹄保投のllllZJなどについて、知らせてほし

い旨の正式要望打を早い時期に作成するこ とと

し．その四考古学・古代史の府也きのある人

（研究者）も要望者に加えるようにすることと

しました．また要望9Fの作成に並行して． ネッ

トの埋文担当者と媒・市の埋文閑係の現場坦；；；

者などとの間で． i［前の愁訣会を設け現状の問

題点の大枠を磁認しあうことも磁認しました，

なお長田区の問題については．まず史淡会など

を通じて状況をより具体的に把坦しようという

ことになりました． （文天・中林陵之）

被災史料整理と活用の
プ こコジ ュニクフ ト、ズ9>、三＞

（明石宿囲中籐左薗門家文書0整理と内容）
田中家文むの仮整理が始まったことについて

は．すでに本ニ ュース第II号でも報告されまし

たが．今回はその経過報告をかねてこれまでに

笈理した文むの内容について紹介します．

＊
 

＊
 

＊ 

田中源左衛門家資料のうち 、美術工芸品や民

具類などは比餃的早くから整理が進められてい

ましたが．文献史料については．国立史料虹の

寂瀬睦さんを中心とするグループによって襖の

沼体作業がなされているだけで．救出以来二年

以上経過しても望理の見通しはほとんどたって

いませんでした．こうした中、史料ネットは明

石市での市民沿庄開催を決定しましたが、その

湯で数少ない明石市での成果であるIll中家文苔

の展示を計画するにいたりました．しかしほと

んど未整理の状笠では．それもままならぬこと

から、ようやく同文苔群の整埋が進められるこ

とになり．救出に携わったメンバーを中心にポ

ランティアが集まり． 1991年II月に一回目を実

施しました．作業は98年4月までに 5回行なわ

れており ．今後もなお数回はかかる見込みです．

文＄整理1こは目 SKの作成が自 ずから伴います

が、どのような目然に仕上げるかは、始める前

に充分議澁しておく必要があります． 当面考え

られるのは． 一点一点の文古について目訊を取

るのか｀坦要を確認する程度の大雄把なものに

するかですが、今回は基本的に前者で行くこと

になりました．しかし ．新聞や領収苔の類につ

いては点数だけ把坦し ｀ある程度一括処理する

ことになりました。こうして目乱を取るための

取り決めがなされましたが．これらの決め事も

作染に携わる人によりばらつきが出てくること

は、ある程度止むを得ないことです．これをク

リアーするためには．全体を絨ー，笠理する作

架を誰かに一伝することが必毀となるでしょう ．

文苔には番号を記した付箋を挿入することに

しました。但し， ー紙文也などでは脱落の恐れ

があるため，長めの付箋を折り込む方法をとり

ました．｛寸衷の用祇は薄様を用い．できるかぎ

りぽ張りをなくすことがはかられました，その

爵号の付与原則ですが．放出時の記社では史科

の係管位ぼや庖Ffなどによって通爵を付す形が

取られていたので，これを充分生かして、基1こ

なる番号に技番を付与する形で目社化を進める

ことになりました．収訥方法ば位近一般化し

つつある封窃による保百もそえましたが、どう
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しても 訟張ってしまうのでこれは埠める方向で

考えられて います．統一規格の文也箱に収訥す

ることが付米的な目1;！になっていますが．いま

のとこる甘il』!！JII始9.1(/J入れ物に戻されています．
＊ ＊ ＊ 

ここでIJJ中家文芯の内行 についてfOillしに見て

おきま しょ う．まず穎若なのは．この家が近代

以降．iiliを中心と・リる醸jii業をされていたため、

そのt.l社などに関する史Mが多いことです．恨l
j出するところでは、酒滋を1.t開する応の入JIIII）J

定似や、t，'i米染に1関するものもでています．
また ．rn『lバ成1:l(t々 文化的索ぅtを（けえた当；l．9
をf/i出されたようで．近IUから近代にかけての

刊本が多いのも朽徴です。直Iiiや孟子のような

＂硬い＂ものから絵本太!XI記のような ＂軟らか

い＂ ものまで、内容は多彩です．近llt(/J往米物

や近代の教科柑などもかなり見られます．

典味深い史料に．近ll!:IこEl光までの9)l！諧紀1テ

をした応の日記があります．松尾芭1.（iの足蹄を
辺う絲だったのか、芭蕉句碑のスケッチなども

しています．また,,]泊期のものですが． （）i勢移

出．のI斤のIJヽ追い根などもありました．明治とも
なると ． 人がI•で伊勢参りをしていたようです．

さらに ．日1AIii(/993のi[(119勁J1に関する史H
など近代史ttで注目すぺきものが多くみられま
すが．近ll!:文i'}は．． g:外に少なく ．絵図などで莉

1・・.it l引すべきものがあるほか．証文tiや根面類

などが何点かみられるIi！炭です．当家は．近l!t

に1:llリl石蹄領涌辺Ill大ll:紐をやっていたと伝え

られていますが．残念ながらその点に関する火

料は少ないようです．

絵区11/iですが．文化 2年にひiii,忠はが191石付

近の油iやを訓litしたtなに1/,lt1}したものと忠われ

るili辺.Illの1会図や．191石藩釦を示したi幻沼l、ま

た "Ui'.ii図＂とよばれる近世にかなりU渾した

1:1本全区1などがありました．
このほか招J阻迎，19のものもありますが．近代

の術Nii.!l輝lの類が411当残されています．

なお 、これらのうちの（，，J点かl:l.. 4月11日に

11¥lfillされた市民i,IiKEの如こ ．／iじ示 ・解説がなさ
れました． （文只 ・木!:19と二）

Il:Pl.＇家文筍格J!［の第 6回は、 5月31日(B)

に実 ／伍する予定です．な）』1希望 'r,• I1 ． 史 fii

ネッ トセンター (018-S81-121？内ぬ4079)

までお1:11い合わせください．

（岡本家大庄屋B記闘究会0発足）
1998(I; 5)：1 2 El. JEヽaiIi総合文化＇ヒンターに

おいて、岡本家大 I•ICLt！日記研究会の第一EI油強

会が行なわれま した．呼びかけ人は．大国正炎

さんとぐinIllt宏さん、そして文i't'/'i＊1"g：：の

3名です．

悧水宋文11;（近 llt'.ll:1!1) は洒 •,0； iIi より文化財

I印とをうけるなど、 Rくからその存在が知られ
ていました。と ころが． IV.I＊家がさき(/)3J災で
大さな被i!｛を受けられましたので．文iりの動1;,,

がふ記されましたが、 さいわい又 ，，ttl:J.，Imliで．

火Hネットのレ入キ ュー1召動で近代文1'}の発Ji

がなされるというおまけもつさました．今回テ

キ入 l、と する「l:l記）は．すでにその存(.tが；ll

られていた文i!ttfの一郎ですが．これまでにiii

火などで部分的なUI刻がなされているだけで．

全fiについてはほとんど知られていませんでし

た。そのた11）今IiI.1i志を必ってrif究会を兒足

し、全文 IヽI刻をfllifすこと になったのです．ま

た．この会を通して、西I}（地）点の歴史像1/)揖硲

ということも同時にEl1ijされ，｝XIえて．兌足に

当たって研究行以外の一般市民の参）JIIも欣迎；r
ることにした1/)が19徴です．但し．いわゆる古

文1りを説む会とは追うので，一般参）J111/)方には

かなりの努力が必朕となりますが、なんとか頑

張っ て続けられることがiul1.'1されます．

当日は ， f«jJll/.t.~1 己kl 介のあと ， まず， 4，1li 1

さんから rv.!i 1印を域火研究と岡オg家文i'llと頌
して、lfll!iがなされました．弓IIIlさんの報i!;・I1,

研究史．I：における図オ；家文ttのIii.Illと泊点を ，
9心 a'，

八木哲祐氏（神戸大学名，;f敦段）の研究を中心

にまとめたもので、f.!!HI彫r..棗J足経営、近世
的宮氏の成立夫役i,(！!!，近l!l）ttIl，そして商

品澁通という多岐にわたる1111俎を含むこ とを 指

摘されました．絞いて＊ t•1が 、 「図オ項け⑭l:J」!

日記のく利/II>史Jと頌してill店しました．ま
ず、これからテキス トとはる rn l~ 」について ，

術誌学的な眼疫と1111頌点について沿じた後．

＂］記 Jがどんな形で利Inされてさたかという

ことを述べました． r 1'1 !~」は El 次記の形式を

とり 、文化年1111から安政年1iりまでのおよそ50'1'

間にわたる大部なものです． r日記Jの利JIiiこ

はやはり八；ド氏の存/J:が大きく．八木氏の1lU.1）

られた ri!!i宮iii火』 ＂己凶 ili史』で(/)l,IJIIがGl

的にも突出 していることを1111員しました．
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この後．な加者全liでこれからこの会をどの

ように進めて行くかについて．絨論がなされま

した．会の性格については．ふ＊的に先に述ペ

たようなこ とで． f日記）の翻刻を目指して読

み巡めてゆくことで慈兄が一致しました．＇ lヽ身

について1:/..j位11）ながら芳えて行くことになり
ましたが． itり人物や／Ii米llf.1色名などを、汎ペ

ながら読み進めてゆこうということになりまし

た． j’"幻和開は今後の課題ですが．会lり1ぃの1月
係もありますのでいちおう会代制となる見込

みです．会は、当而ーカ月 に一・leiのペースで進

められます．第：：Ia以陥ももちろん新たな参加

者を故迎 しますので．詳しくは下紀までお問い

合わせください．

(i!1!絡先］

*'"ヽニ(Hうシ2りグ） OG-575-1 283 
寺Ill匡宏(9うク．？りtn)O 7 9 7 -2 2 -5 2 8 8 

（文責 ・木i19:二)

岡本宗大庄屋日記研究会≪第二回≫

I 9 9 8 <1s 6 11 7 El (0) I J : :I O ~ 
会 Ji\ : 西 ·,~Oli&\JII 公民飢

※阪急「夙）IIJ駅下IIi.i；；へtい歩 2分

-e-e - e-e-•-•-• -
火料ネットでレスキューした文t!｝の賂狸や訴

川が課遁となっ ており．その具体的な成果も少

しづつ生まれてきています．

今@l;J..その一:J[例として．神戸市東隕（区の
被災家尻からレスキュ ーされ神戸大学文学邪に

保管されている森地区 ・藉本家文il}を使って．

土地区両整理に関する卒業泊文を執箱した神戸

大学工学間の森光研泊さんに、文れを冴せてい

ただきました．

今後も、こういった被災史料の研究．とりわ

け今回のような学t久的な和1/nゃ．社会への辺元．
成果の泊｝Tlなどが9.！まれます．

火糾泊Ill付ii!i

神戸市束灘区 ・i9本家文柑
応光研治（神戸大学J:<,：部）

今!ill.私は史．ltlネットのりかに家文iIりを使

って．本山f.l森：It,化:J.:1也区仙i18EUll合について

卒某論文を也かせていただきました．この.Ill合
はPl.I』111/JJり1に武/JI郡和1J村森の現JR屁以北で

投立され、地区全域にわたる道路の整m1.,1ヽ学

校敷地の造成や河JII、水祁の哨集化を引栢iして
いま した．これらの il• 囮は 1IUhl13年の和！fや11¥1

争の形内で災現しなかったものもありますが．

事業によって現在の山手りtkいを含む地区f/i部の

道路の多くが柊価されました．

卒論を1iき始めたltiは、あのような古い史料

をどう汲えばよいのかわからず、i11れな い又や

IIF子のため｛胆定が忠うようにはかどりませんで

したが ． それにも次第に in れていき、 I~ /）Jl;J.バ

ラバラのように恩っていた史料にもつながりが

あることがわかり始め、作業が籍ii~ くなってい

きました．

実は、私は卒，沿を11き始めるまで、屈1Ijにお

ける歴史的なことにはそれほど肌味がありませ

んでした．けれども都市を考える上で．過:!,Iこ

行われたことは現在に大きく影抒しており｀こ

のことは卒治をiItさ進めるII’でも恢く感 じまし

た．そういう店味でも今IilはCtlfit.r.託険をさせ

いただいたと思います．

公 害資 料 保存の取り組み

西淀/II公if裁判のあとを受けて．公‘占被害地

域のilj生を目的として1996年に1.!i槌川に牧立 さ

れたあおぞら財団 ・公';l/11!!浅Pl生センター．同

JI/I'llは．j!!i淀JIil也岐のiり生のみならず、全同レ

ペルの公i!f被tf地域iIj生の閃俎に1良りIllむ団{k

です．

史Flネットでは．このあおぞらJ!II引に対して、

1991年 1月に1開催されたりりttJ11の俎災限」や

JnJ年3月の見学検討会「洒淀川を考えるJ （大

飯歴史学会とあおぞら財団の共佃企画） へのI{I

力をはじめ．公；Iffi9i"いか19染へのア ドバイ ス

など；，lt続ffJIJ.辿樅 ・1iけ）を はかってきていま

す．

rt料の保存括IIlを事業のひとつのtl：として頂

視しているあおぞらMellでは、兒足後まもなく

rII!!吠i'iU:-ilJをIll股し ．さらに「公・占1/i怜J
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誼J研息の検，けを続けてきているII)に加えて ．

今年度から 3か年計西で．哀屯庁の外邪団体か

らの委託事築として．全国レベルの大気汚染公

害碇宮者巡動の浜科の整理 ・保存事業に莉手9r
ることになりました．

今回は．今後の日＊の公古 ・緊祝問題の器史

の保存・研究にとって大きな意味をt：1つことに

なるであろうこれらの事業の現状と謀題につい

て．同財団の達船明子さんにレポートを寄せて

いただきました．

-c-c-c-c-c-c-c-

あおぞら財団 「公笞経験

平業Jその後
違忠明子 （あおぞら財団・公苔

地域再生センター研究貝）

（財〉公害地域jlj生センター設立叩保会が歌島

ト合の交缶点近くに事務所をかまえて．実質的に

活勁を始めたのは．1996年3月のことであった．

同年9月の正式許可を経て約2年、試行鉗娯をし

ながらいろいろな事業に取り組んできた．

財団の活動は 3つの住（地域づくり．公害経

黎の伝承 ・梢鍔発f召布業．環境学習 ・菜坑保健

事業）からなっている。そのなかで．この約 2

年間の歴史資料保存に関わる活動の搬要につい

ては、片岡法子 r地域の課迎と云料の保存 ー公
害地域丙生の取り組みからー J (r記謀と史

料,Kos 1997年10月）、拙裟 fぁおぞら財団と

ri!li淀川の坦災展ll (f日＊史研究JH5号1

99S年1月）を参照していただくとして．＊稿で

は活動の過程で明らかになってきた公苔関係浜

料の望理 ・保存事菜に関わる問題点 ・課題等に

ついて．担当者として若干の感想を述ぺてみた

ぃ．

（あおそら財団I：よる i公害経駿事業J0) 

取り糾み）
財団の （公杏経淡の伝承 ・情報発信J活勁を

実践し ・ 「公宮博物館（仮称）」を実現するた

めの検討組微として「公宙切物郎（仮称） J基

＊閑想委貝会（以下委只会）が設殴されたのが

I 996年胡。小山に示関西大学敦授を座長に亀

足立茂明西淀川公笞豆者と家族の会tlt務局長、

江/11.i'.l-（株）閲西総合研究所研究n、柴田呂英

大阪都市囚悦会議会n．逹届男1子大阪郡il"刃
咲会訊会Q (1996年10月まで）、 ,,t井貞志大阪
沢咲i呆全株式会社l//.務取締役．雄刊灼瓜災弁汲
士 ． 犀川光俊弁設士 • C.-¥ S AM務理事．弘＊

由香里大阪ガス（株）エネルギー ・文化研究所客

且研究，n．三宅宏SJ武庫Ill女子大学教授 (199
7年1月から加入）．村松昭夫弁護士、財団理事

艮森祁g逍という多彩なメンバーで構威された

委n会は． I998年3月までの約2年間で開佃回数
1 2回 に及んだ． この間、 1996 f~ I I月には．私が

弁護団事務所f1科の追理 ・保存作業担当の臨時
intlとして採用された．
同年12月には． r西淀/11地域資料完Jを開設
し、微力ながら情毅発倍．フィールドミュ ージ

アム活動の高点として慨能し始めている．

（事業の現状と課題、問題点）
さて．財団の公害経攻事築の主柱として第一

義的に取り組むぺき業務であった公害被害者巡

勁寄に関わる返料の保存 ・記録化作菜は、1996

年II月時点ですでにむ9伯の始まっていた「西淀

/IIの祖災展Jに手を取られ、祭埋作業は中断を

余儀なくされ、その後も日常架務 ．受託菜務や

時々の謀迎に追われてほとんど追捗をみること

ができなかった．同貯に裂災展活勁過程でも明

らかになったことであるが、収集した資料の保

存 ・公開場所の問題も我々のようなNPOが9達

続して活動していくには大きいものがある．

「公宮博物紺J実現の過捏で検討を要する課頌

である．

また、財団設立時の糾般の事情からであろう

が、理ll>.評議貝等の役貝に歴史学の罫門家が

いないことから．財団事業の主注ともいえる公

宙関係杖料についての理泊がもう一歩深まらず．

現凸を担当する者としてはやりにくさを感じて

きたことは否定できない．そのような状況のな

かで．小山先生．三宅先生が．時に応じて実質

的かつ適切な助苔や指；片をしてくださり 、小山

先生を通じて史料ネットやi:t:/11敦氏のような怖

力な協力者を得られたことは財団にとって大き

な力になった．

委員会は12回を数えたわけだが、事朔局側の

速営の未熟さもあって系玩的な議治の積み重ね

が不十分であったことは否めない．そもそも

「公百陪物館Jというそえ方にしても 、事務屈

内ffil.委員会内部で、見解が一致しているとは
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苫い誼く、新氾水俣店fi料組の例を持ち出すま

でもなく、このままで事染を進めていくことに

は少なからず危惧を感じている．

（全国0)大気汚染被害者運蘭等資料保存

プロジェり卜）
このようななか．今年度から3ヵ年の干定で

（特）公害謎康裟宮補佑予防協会の委託YI笑とし
て．全国的な大気汚染に関する披苔者運動等の

資料保存に珀手することになった．公的バック

アップによってこのようなプロジ ニクトを行え

ることは、財団が各方面に情報を発信してきた

一定の成果といえないことはないだろう．しか

し真{iiiを問われるのはこれからである。以下に

事業計画の概要を述べておく．

(I)西淀川における伍客者・住民運動資料の琵理

・保存作；；；

1998年度は．全国の公害患者団体での展開

に先翌けて｀特に西淀川での迂科の収集 ・笈

理・保存作業を瓜点的に行う．

貞料は公害問坦発生の現地において保存す

ること（ r原地保存の原則J) を前提とし、
さらに「原秩序保存の原則JIこ則った一述の

作業体制が．全国各地の公害被杏者・住民 ・

運勁団体で可能になるように西淀JII公害訴

訟の弁綬団沢料、患者会関係資料の整理 ・保

存作業過程で方法論の確立を図りたい．

(2)資料所在の把握

大気汚染関係の被害者運動は．それぞれの

歴史的経捻をもっており、 組綬間の速携 ・共

同行動の蓄積という点でも符徴をもっている．

各地の公容患者会事務所の中からいく つかの

モデルを設定して、資料保存の状況について

ヒアリング及び現況潤査を行う ．

(3)ネッ トワークづくり

21世紀を展望しつつ情報化時代の新しいア

ーカイプス賊能を佃えたミ ュージアム（博物

団）をめざそうとするするとき． その中心と

なるのが、霞子媒体情報を含む現代記伐文科

の行埋と保存および公開の問題である．この

問題に今後の方向性を示すうえで訊要になる

のが．ネットワーク 化である．

国．地方自治体．企菜から 、地域の小さな

NPOまで．さまざまなレベルの組謹体が協

力し合いながら現代の記汰を保存して活Inし
ていくという ．ネットワーク形成の諜頌ば

この出菜でも大さな貶素になるはずである．

また、地域住民やポランティアなど市民の王

体形成もネットワ ーク化にとって瓜要になる富

そこで今年度は．その第一歩として．各地

の被害者 ・患者会・住民運動団体におけるfi

料保存状況を確認するとともに．糾門菜行

政J.I係者守を交えて ．貞料保存・活用のあり

方．方法等について研究を深める．できれば

各地域で浜料保存・記迅化作契が推逍できる

主体形成をめざしたい．

この計画に基づいて ．弁段団浜料の記伐化と

ともに、西淀川公害患者と家朕の会所蔵資料の

整翌と記録化を逍める準liiJを始めたところであ

る。この準｛日段階で史料ネットの関追団体であ

る「尼崎戟後史聞き取り研究会」 （あおぞら財

団市民研究貝助成の対象団体）のメンバーにも

指導と助言をお頌いした．この尼匹での取り組

みは、 J//.門家グルー プによるネットワーク型の

支援．行政扱関のサポー ト．市民ポランティア

の積極的参加等今後の各地での活動のあり方に

大きな示唆を与えるものである．

（資科保存をめくる理解0ギャップと克服1:1祠
けて一史科ネットヘ0蘭街）
一般的に歴史という学問に対する世間の認氣

は誤解に満ちていることが多いのだが、この 2

年間．歴史学以外の学者や運動関係者等に会 う

たびに現代史の第一次；；；料の保存や公開に対す

る理然や認諏1こズレやギャップを感じてきた．

財団としては この3ヵ年の委託事業を返して．資

料保存 ・記点（ヒ活動での実績づくりと全国的

な函料保存に向けた合惹形成．ネットワークの

消築に力を注ぐつもりであるが． NPOとして

の史料ネッ トに対しては、資料保存の必要性や

情報公開についてのさらなる世出形成とともに、

市民参加型・ネットワーク型による主体形成の

方法おの碓立を図るために．その中心的役割を

期待したい．
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震災記紐保存問晦

＊ニュースレターの前母では. 2月に行われ

た二つの復災記謀保存をめぐる研究会について

骰もした．ここではその後の展開の中から三点

を取り上げて沿さし 、今後の課題について述ペ

たい．

① 「（財）阪神・淡路大震災記念協会Jの発足

I 993年・1月、 （財）阪神 ・淡路大震災記念協会

が発足した．兵庇県と被災10市10町が2位5千万

円を出t"tしたこの団体の活動の柱には、災害研
究、メモリアルセンターの兵体化と並んでりQ

災に係る既存情恨の収巣楳理 ・保存Jが澄えら

れていも兵旗県がこれまで外邪団体の（財）

21世紀ひょう ご剖追協会を通じて行ってきた盆

災記録保存に関する活動が、そのまま新しい協

会に移伝した形になるのである．ニュース レタ

ー前号で既報の祖災記録保存に関する研究会で

は、新協会においても資料収集の基本的スタン

スは変わらない行が鐙告された．とはいうもの

の．新協会の実恐の運営についてはまだ未知数

の部分も多い．史料ネットとの関保もどのよう

に推移するのか予測がつかない．ネットでは．

新協会が21世紀協会のこれまでの到達点をふま

えた上でより十全な俎災記fA保存に取り組む

ようiりきかけてゆきたいと考え ている．

②仁Ill地すペリ資料館、野皇断屠記念館の開館

この二つの記念施設については．昨年 r歴史
学研究J701の揺時評で尼れたことがある．当99

は述設中だったがI997年 II月と4月に開郎した．

この二つのメ モリアルに対する注目は高く．特

に野品断府記念館（淡路品 ・北淡町）の入均者

は。開館 2週間で10万人を 、 lか月で30万人を

突破 した．明石海峡大岱開通 (1998年 4月5

日）という要因があるものの 、この入湯者数は．

近；；；回における役災に対する関心の大きさとと

もに 、祖災がりU光」の対象として扱われるも

のになりつつあることも物栢っている．

③ r雲災 • まちのアーカイ プ」 の発足

1998年3月．按災地の記也と記応を考えるグル

ー プ f哀災•まちのアーカ イ プJ が旗揖げした

（神戸市長田区束尻池町1-11-l 神港金属（因

内）．復災一次頑料の保存に関心を持つ市民の

手井当の集まりである (:I,者も関わっている）．

当初は、 4月から波災者への栢報提供括動ヘシ

フトする「俎災 ・活動紀蹂luJから収巣；；；科を

引き継ぎ、その笈理 ・保存を目的とする「記況

室分塞J的活勁のつもりだった．しかし資料採

訪を出ねる中で．祖災一次，_(料を作成杉や所蔵

者自身が保存する行為にこそ意味があること．

まちの中に所汲者の数だけアーカイプをつくる

のが必灰なことに気付さ．新たなグループの設

立に至ったのである．立科の班埋．研究会の即

催．辺匂の発行．まちのア ーカイプづく りの支

援など地辺な活勅を通じて、須災の記磁と記紐

の問題を考えることを目指したいと思っている．

ところで．これらの動さをふまえた上で、今

後考えてゆかなくてはならない諜題はどのよう

なことだ ろうか．咋1997年度日本史研究会大会

において、阿部安成氏は関東大震災後の横浜を

取り上げ、祭典や歴史叙述など笈災の栢られ方

の中にひそむ市民や因民への秩序化の作用につ

いて問題提起した (fill「横浜の役災復興と歴史

意:,(1923~ I 932) J T日本史研究J42S、1998.

4).考えてみると．祖災記念協会設立や野島断

府記念餌 ・地滑り資料団の1111館とは．図家によ

る筏災の硲り方（残し方）ではないのか と気付

く（記念協会の委貝長は石原信雄 ・元官房副丑

宮であり． 顧問には貝原俊民 ・兵庫県知事、牧

冬彦・兵庫県商工会畠所巡合会会珀と並んで．

後反田正睛氏や下河辺泣氏が名を連ねている．

野島断用にしても国天然記念物に指定され、記

念舘設立の背殷には国家プロジェク ト・瀬戸大

拉の開通がある）．単純に設立 ・運営主体にだ

け注目して結品を出すわけにはいかないけれど．

その笈災の経り方が国家による一方的なもので

はないか．被災した市民の思いに沿うものであ

るか．注視しなくてはならないだろう ．

4月24日． f被災者生活再辿支援法案Jが参議

院を通過した． i沢貝立法によるこの法案の淮迪

者となった小田実は．文字通り国家に索手で立

ち向かい急穴をあけた．坦災の残し方をめぐっ

て．国家と向き合う我々は、そ こに思穴をあげ

ることができるだろうか．その迫力を持ちうる

だろうか．盆災記謀保存に関わる者は．直い衷

俎を抱えているのだと思、う．（文責 ・寺田匡宏）
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■文げ次 1資宰反
白石餞二『需炎の記憶念災の記註 ー史料保存滋関白目の震災記践ー 』

EI It出版 殴定20{）部兒t子 I 998年 3月

尼崎市立地域研究史料餡ヽ？員の叩者が．閲且として． 11!1人としての俎災体玖、披災者や地

域復別とのかかわり ，意兒 ・惑想などを牢直に記している．文化財等救援委員会や史料；トッ

ト、 NGO文化情骰部などが取り組んだ被災史料保全活効についても ．尼蛇とのかかわりを

中心に広く資料をあたって詳述しており ，貞料ほ部分も充実 している．

! RIi2. 500円．入手希望行は．尼崎史料館 ・白石 (TELO6-482-S2.w. n.＼0虻拉2 - 52•I4) 圭

臼辺は人 ・ 足崎 1月司•西JJI ひろ子・田野己郎 ・ 直 ’"E •西口瓦閤・寺口馨

「神戸の史跳 ・文化財．石災状況調査中間柑告J 『 旺史と 神戸 』 J) - 2;.j, （通巻 201~)

白石ill二 「阪神・ 淡路大震災は災地における宗災王編纂と諜題一尼栢市の事例 -J
『地方史研究』 48-2号 （ 通巻れれ~ ) I 998年 4月 地方史研究i8関会

1998年 4月

•ポランティア募集

◇明石市・ 111中源左衛門宗文杏埜理
研究会の開倍等の お矢口 ら ・ヒE

第 6回は 5月31日 (8) に実施する予定です。参m希甜者は史料ネットセ ンター (078-881-
1292 内腺4079) までお問い合わせください．取り組み内容については．本ニュ ース 4~5頁

の紹介記祁をご参照ください．

◆岡本宗大圧屋8記研究会≪第二回≫

6月 7日 (8)午後 1時30分から 会場：西宮市夙川公民煎（阪急夙/IIから南へ徒歩 2分）

尼崎藩の大庄屈であった岡本家の文芍のう ち、大庄＆日記を 翻茨Jする研究会です。取 り組み

内容および問い合わせ先については、本ニュ ース 5~6頁の紹介記事をご参照ください．

◇尼紐致秘史間き取り研究会

例会 1998年 5月278 （水）午後 6時30分から 内容「大阪浮虜収容所に関する名察I

殺告者：加面照也氏 於尼崎tli立地域研究史料館（阪 神尼崎北東 5分．尼崎市捻合文化tンが内）

尼崎公百患者全資料祭翌 1998年 5月30日（土）午前I0時から於史料館分室（尼蛯市北城内）

（問い合わせは、いずれも尼崎市立地域研究史料舘、 TEL06-481-5246まで）

●芦屋市・旧金III邸餡体団査

． 

新問笞でも報送 されていま すが．芦屋市伊勢町の1日金｝II邸を歴史的迅滋物とし て移築保存す

るプロジェ ク トが 、市民グルー プ ・芦屈文化復呉会謀によ り進められています．本格的な；；；体

は 6月にはじまる予定です．同会議では招体調査へのポ ランティア参加を呼びか けており 、史

料ネットに対しても支汲協力要inがありました．市民の参加も呼びかけたいとのこと．参加申
し込み ・問い合わせば芦民文化復興会議 (TEI./FAX0727-30-6206)まで．

"News Letter"郵送購読受 付 のお知 ら迂

本 '’NewsleI ICr"の 1998年度郵送翡禁申 込みを妥け付けています．

ご希気の方は．史料ネット寡務局までお申 し込みく ださ い．

年間(4号分）送料500円．

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

このニュ ースは ．N IF'TY-Serveの歴史フ ォーラ ム・歴史朗 2岳
会i~玄 f地域史情報室 J に＂合根蛤新 地のひる '’ さんが転裁してい ます．
************************************* 
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